
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
巻
四
と
慈
恩
大
師

米

田

雄

介

は
じ
め
に

聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
巻
四
が
平
成
十
三
年
度
の
正
倉
院
展
に
出
陳
さ
れ
、
多
く

の
人
々
の
関
心
を
呼
ん
だ
の
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
聖
語

蔵
経
巻
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
専
門
家
に
は
興
味
が
あ
っ
て
も
、
一
般
の
鑑
賞
者
の
関

心
を
惹
く
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
経
巻
の
書
写
者
が
中
国
・
唐
の
玄
奘

三
蔵
の
弟
子
窺
基
（
基
）、
我
が
国
で
も
崇
敬
さ
れ
て
い
る
慈
恩
大
師
で
あ
る
と
の
新
説

が
提
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
久
し
ぶ
り
に
聖
語
蔵
経
巻
に
衆
目
が
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
そ
の
『
成
唯
識
論
』
巻
四
の
書
写
者
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
提
示

さ
れ
、
現
在
で
は
新
説
は
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
新
説
の
提
示

が
大
々
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
い
ま
な
お
本
経
巻
の
書
写
者
が
慈
恩
大
師
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
方
も
居
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

か
つ
て
、
私
自
身
、
本
誌
二
十
三
号
に
「
聖
語
蔵
経
巻
と
玄
奘
三
蔵
」
と
題
す
る
一

文
を
草
し
、
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
巻
四
は
、
玄
奘
三
蔵
の
も
と
に
留
学
し
て
い
た

道
照
和
尚
が
帰
国
に
際
し
、
師
玄
奘
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
と
の
考
え
を
、
若
干
の
証
拠

を
提
示
し
て
記
し
て
お
い
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
本
経
論
が
展
覧
会
に
出
陳
さ
れ
、

新
説
が
提
示
さ
れ
る
と
、
一
部
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
な
り

に
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し
紙
面
の
都
合
な
ど
も
あ
っ
て
、
十
分
に
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
い
く
つ
か
気
付
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
先
の
論
考

を
補
訂
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
ず
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
改
め
て
聖
語
蔵
本

『
成
唯
識
論
』
巻
四
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

一
、
問
題
の
所
在
に
つ
い
て

玄
奘
三
蔵
に
師
事
し
て
い
た
入
唐
学
問
僧
道
照
和
尚
が
帰
国
に
際
し
、
翻
経
さ
れ
て

間
も
な
い
『
成
唯
識
論
』
を
玄
奘
三
蔵
か
ら
贈
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
正
倉
院
の
聖
語

蔵
に
伝
わ
る
『
成
唯
識
論
』
巻
四
の
巻
末
紙
背
の
墨
書
か
ら
問
題
な
い
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
も
そ
も
本
巻
に
注
目
し
た
の
は
、
玄
奘
三
蔵
が
『
成
唯
識
論
』
を
い
つ
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
漢
文
に
翻
訳
し
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
一
）

（１６６）



玄
奘
三
蔵
の
事
績
の
う
ち
、
経
典
の
翻
訳
は
『
開
元
釈
教
録
』
や
『
大
慈
恩
寺
三
蔵

法
師
伝
』
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な（
１
）

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
玄
奘
三
蔵
の
翻
経
は
貞

観
十
九
年（
六
四
五
）五
月
か
ら
麟
徳
元
年（
六
六
四
）正
月
に
か
け
て
の
ほ
ぼ
二
十
年
に

及
ぶ
大
事
業
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
翻
経
さ
れ
た
七
五
部
一
三
三
五
巻
の
経
巻
の
ほ
と

ん
ど
は
、
翻
経
の
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
年
月
日
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来（
２
）
る
。

た
と
え
ば
玄
奘
三
蔵
が
顕
慶
五
年（
六
六
〇
）元
旦
か
ら
龍
朔
三
年（
六
六
三
）十
月
二

十
日
の
三
年
十
ヶ
月
を
か
け
て
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
全
六
百
巻
の
翻
経
を
行
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
『
開
元
釈
教
録
』
な
ど
に
よ
る
と
、『
成
唯
識
論
』
の
翻
訳
時

期
は
「
顕
慶
四
年
閏
十
月
」
と
あ
る
だ
け
で
、
全
十
巻
の
各
巻
の
翻
訳
作
業
の
開
始
時

期
や
終
了
時
期
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
巻
四
の

巻
末
紙
背
に
「
顕
慶
四
年
潤
十
月
廿
七
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
巻
四
の
翻
訳
が
そ
の

時
に
終
了
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
ま
た
本
巻
は
入
唐
留
学
僧
道
照
が
玄
奘
三

蔵
か
ら
与
え
ら
れ
て
持
ち
帰
っ
て
き
た
も
の
と
想
定
し
た
。
概
ね
そ
の
推
測
は
認
め
ら

れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
道
照
の
持
ち
帰
っ
た
『
成
唯
識
論
』
が
そ
も
そ
も
ど

の
段
階
の
も
の
か
、
つ
ま
り
翻
訳
の
最
終
稿
な
の
か
、
翻
訳
途
中
の
も
の
か
、
翻
訳
は

ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
が
清
書
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
い
ろ
ん
な

問
題
が
考
え
ら
れ
る
が
、
前
稿
に
お
い
て
は
明
確
に
結
論
付
け
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
『
開
元
釈
教
録
』
に
よ
る
と
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
経
の

筆
受
（
玄
奘
三
蔵
の
翻
訳
を
聞
い
て
書
写
す
る
役
）
を
務
め
た
の
が
基
、
正
し
く
は
窺

基
で
あ
り
、『
宋
高
僧
伝
』
に
記
す
窺
基
の
伝
記
に
よ
る
と
、
彼
が
単
独
で
筆
受
の
役
を

務
め
た
と
あ
る
か
ら
、
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
巻
四
は
窺
基
の
筆
に
な
る
と
の
説
が

奈
良
国
立
博
物
館
の
研
究
者
か
ら
提
示
さ
れ（
３
）
た
。

窺
基
と
は
、
玄
奘
三
蔵
の
愛
弟
子
で
、
法
相
宗
の
第
一
代
慈
恩
大
師
と
呼
ば
れ
、
法

相
宗
関
係
寺
院
は
も
と
よ
り
、
仏
教
界
全
般
に
お
い
て
も
大
変
に
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
窺
基
の
筆
に
な
る
も
の
は
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
の
『
成
唯
識

論
』
が
窺
基
の
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
世
紀
の
発
見
に
な
る
。
法
相
宗
関
係

寺
院
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
が
注
目
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
本
当
に
そ
う
か
ど
う
か

の
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
く
中
で
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
浮
き
上
が
っ
て
き（
４
）

た
。

た
と
え
ば
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
巻
四
に
は
、
か
な
り
の
数
の
誤
字
・
脱
字
が
あ

っ
て
（
詳
し
く
は
後
述
）、
そ
れ
ら
を
見
て
い
る
と
、
到
底
、
法
相
宗
第
一
代
の
慈
恩
大

師
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

確
か
に
い
く
つ
も
の
誤
り
が
あ
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
聖
語
蔵
本

『
成
唯
識
論
』
巻
四
の
誤
字
・
脱
字
の
調
査
は
、
展
覧
会
目
録
に
掲
載
の
写
真
と
、
展

覧
会
場
に
展
示
さ
れ
た
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て
お
り
、
全
体
的
な
調
査
に
至
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
誤
字
・
脱
字
と
い
っ
て
も
ど
の
程
度
の
も
の
か
、
量
的
な
確
認
が
出
来

な
い
ま
ま
に
議
論
が
先
行
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
出
来
る
だ
け
全

体
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
整
理
し
て
み
た
い
。

正
倉
院
所
蔵
の
聖
語
蔵
経
巻
は
ほ
ぼ
五
千
巻
を
数
え
る
が
、
現
在
、
正
倉
院
事
務
所

で
は
、
隋
・
唐
経
を
皮
切
り
に
順
次
、
Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
で
公
刊
事
業
を
進
め
て
い（
５
）

る
。

そ
の
完
成
は
ま
だ
視
界
に
は
入
っ
て
こ
な
い
が
、
当
面
の
『
成
唯
識
論
』
巻
四
は
唐
経

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
期
の
公
刊
分
に
含
ま
れ
、
Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
操
作
す
れ
ば
、

誰
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
た
が
っ
て
ま
ず
Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
に
基
づ
く
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、
改
め
て
聖

語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
巻
四
の
筆
者
が
特
定
で
き
る
の
か
ど
う
か
検
討
し
て
み
た
い
と

（
二
）

（１６５）



思
っ
て
い
る
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
後
述
す
る
が
、
聖
語
蔵
本
が
書
写
さ
れ
た
の
に
比
較
的
近
い

時
期
に
写
さ
れ
た
石
山
寺
所
蔵
の
『
成
唯
識
論
』
と
昭
和
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
佐
伯

定
胤
校
訂
『
新
導
成
唯
識
論
』
を
参
照
し
た
。

二
、
玄
奘
三
蔵
に
よ
る
『
成
唯
識
論
』
の
翻
経
時
期

前
稿
に
お
い
て
、
玄
奘
三
蔵
が
天
竺
か
ら
持
ち
帰
っ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
『
成

唯
識
論
』
を
漢
語
に
翻
経
し
た
時
期
に
つ
い
て
、
聖
語
蔵
に
伝
わ
る
同
経
巻
四
の
巻
末

紙
背
の
墨
書
「
顕
慶
四
年
潤
十
月
廿
七
日
」
に
基
づ
き
、
顕
慶
四
年
閏
十
月
か
ら
十
二

月
ご
ろ
と
想
定
し
た
。
そ
の
後
、『
成
唯
識
論
』
巻
四
は
も
と
よ
り
、
全
十
巻
の
翻
訳
完

成
時
期
を
考
え
る
上
で
、
二
つ
の
文
献
に
触
れ
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
か
ら
紹
介

し
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
石
山
寺
所
蔵
『
成
唯
識
論
』（
以
下
、
石
山
寺
本
と
略
す
）
で
あ（
６
）
る
。
石
山
寺

本
は
折
本
で
、
全
十
冊
、
各
冊
一
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
全
十
巻
の
う
ち
、

巻
一
を
除
く
九
巻
の
い
ず
れ
の
巻
末
に
も

護
法
等
菩
薩
之
法
稽
首

顕
慶
四
年
十
二
月
二
日
於
玉
華
肅
誠

殿
三
蔵
法
師
玄
奘
奉

詔
訳

翻
経
沙
門
基
筆
受

と
訳
経
記
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
玄
奘
三
蔵
に
よ
る
『
成
唯
識
論
』
全
十
巻
の
翻

経
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
漢
語
へ
の
翻
訳
）
が
終
了
し
た
の
は
顕
慶
四
年
十
二
月

二
日
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
そ
れ
ら
の
各
巻
の
訳
経
記
の
後
に
、

天
平
廿
年
右
京
薬
師
之
寺
僧
恵
勝
書
矣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
識
語
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
巻
五
に
は
本
紙
に
直
接
記
さ
れ
、

巻
四
で
は
貼
紙
に
書
か
れ
て
い
る
相
違
は
あ
る
が
、
各
巻
の
書
体
に
違
い
は
な
く
、
識

語
か
ら
考
え
て
も
、
本
経
を
天
平
時
代
の
も
の
と
考
え
て
特
に
問
題
は
な
い
。
そ
れ
だ

け
に
石
山
寺
本
の
基
に
な
っ
た
も
の
は
、
八
世
紀
の
前
半
に
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
石
山
寺
本
は
そ
の
伝
来
本
を
書
写
し
た
も
の
で
、
詳
し
く
は
後
に
追
々
と
明
ら
か

に
す
る
が
、
極
め
て
良
質
の
本
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
佐
伯
定
胤
校
訂
『
新
導
成
唯
識
論
』（
以
下
、
佐
伯
校
訂
本
と
略
す
）

の
記
述
で
あ（
７
）
る
。

『
成
唯
識
論
』
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
あ
り
、
版
本
の
刊
行
、

諸
本
の
校
訂
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
十
年
代
の
前
期
に
、
法
隆
寺
貫
首
佐
伯
定
胤

は
従
来
の
版
本
の
校
正
が
杜
撰
で
あ
る
こ
と
を
嘆
き
、
編
纂
長
に
佐
伯
良
謙
を
据
え
、

田
村
至
道
、
生
桑
完
明
、
西
川
龍
山
、
富
貴
原
章
信
ら
の
碩
学
を
招
集
し
て
校
訂
本
の

出
版
を
企
画
、
昭
和
十
五
年
五
月
に
念
願
の
校
訂
本
を
完
成
さ
せ
、
性
相
学
聖
典
刊
行

会
の
名
に
お
い
て
公
刊
さ
れ
た
。
書
名
は
奈
良
時
代
の
写
本
に
す
で
に
導
注
が
加
え
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
も
写
本
や
版
本
に
導
注
が
あ
る
こ
と
に
因
み
、
佐
伯
定
胤
は
書

名
を
『
新
導
成
唯
識
論
』
と
命
名
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
日
に
お
い
て
も
『
成

唯
識
論
』
の
校
訂
本
と
し
て
は
も
っ
と
も
信
頼
に
足
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

佐
伯
校
訂
本
に
よ
る
と
、
巻
一
以
下
、
巻
十
の
奥
に
各
巻
の
完
成
時
期
を
示
す
次
の

記
述
が
あ
る
。

（
三
）
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第
一
巻

顕
慶
四
年
閏
十
月
二
十
七
日
於
玉
華
肅
誠
殿
三
蔵
法
師
玄
奘
奉

詔
訳

第
二
巻

顕
慶
四
年
十
一
月

四
日
於
玉
華
肅
誠
殿
三
蔵
法
師
玄
奘
奉

詔
訳

第
三
巻

顕
慶
四
年
十
一
月

十
一
日
於
玉
華
肅
誠
殿
三
蔵
法
師
玄
奘
奉

詔
訳

第
四
巻

顕
慶
四
年
十
一
月

十
八
日
於
玉
華
肅
誠
殿
三
蔵
法
師
玄
奘
奉

詔
訳

第
五
巻

顕
慶
四
年
十
一
月
二
十
五
日
於
玉
華
肅
誠
殿
三
蔵
法
師
玄
奘
奉

詔
訳

第
六
巻

顕
慶
四
年
十
二
月

二
日
於
玉
華
肅
誠
殿
三
蔵
法
師
玄
奘
奉

詔
訳

第
七
巻

顕
慶
四
年
十
二
月

九
日
於
玉
華
肅
誠
殿
三
蔵
法
師
玄
奘
奉

詔
訳

第
八
巻

顕
慶
四
年
十
二
月

十
六
日
於
玉
華
肅
誠
殿
三
蔵
法
師
玄
奘
奉

詔
訳

第
九
巻

顕
慶
四
年
十
二
月
二
十
三
日
於
玉
華
肅
誠
殿
三
蔵
法
師
玄
奘
奉

詔
訳

第
十
巻

顕
慶
四
年
十
二
月

三
十
日
於
玉
華
肅
誠
殿
三
蔵
法
師
玄
奘
奉

詔
訳

以
上
、
聖
語
蔵
本
、
石
山
寺
本
、
佐
伯
校
訂
本
の
三
本
に
『
成
唯
識
論
』
の
成
立
時

期
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
聖
語
蔵
本
は
巻
四
の
一
巻
し
か
伝
わ
ら
な
い
が
、
同
巻
四
の
巻
末
紙
背
に
見
え

る
「
顕
慶
四
年
潤
十
月
廿
七
日
」
に
注
目
し
、
前
稿
に
お
い
て
、
そ
の
年
月
日
は
巻
四

の
翻
訳
が
終
了
し
た
時
期
を
示
す
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
石
山
寺
本
に
よ
る
と
、
巻
一

を
除
く
各
巻
奥
書
に
「
顕
慶
四
年
十
二
月
二
日
云
々
」
と
同
じ
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
石
山
寺
本
の
そ
れ
は
、
各
巻
別
の
翻
訳
終
了
時
期
で
は
な
く
『
成
唯
識
論
』
の

す
べ
て
の
翻
訳
が
終
了
し
た
時
期
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

聖
語
蔵
本
の
巻
四
巻
末
紙
背
に
見
え
る
「
顕
慶
四
年
潤
十
月
廿
七
日
」
は
巻
四
の
み
の

翻
訳
終
了
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
巻
三
ま
で
の
翻
訳
は
す
で
に
終
了
し
て
お
り
、

巻
五
以
降
の
翻
訳
は
こ
の
後
も
順
次
進
め
ら
れ
、「
顕
慶
四
年
十
二
月
二
日
」
に
全
十
巻

の
翻
訳
が
終
了
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
で
は
聖
語
蔵
本
と
石
山
寺
本
と
の
間
に
は

特
に
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
上
記
二
本
と
佐
伯
校
訂
本
を
対
比
す
る
と
、『
成
唯
識
論
』
の
翻
経
完
成
時
期

は
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
三
者
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
見
た

ら
よ
い
の
か
と
い
う
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

た
と
え
ば
佐
伯
校
訂
本
は
第
一
巻
の
翻
経
終
了
を
「
顕
慶
四
年
閏
十
月
二
十
七
日
」

と
す
る
が
、
こ
の
日
付
は
聖
語
蔵
本
巻
四
の
翻
訳
終
了
の
日
付
に
一
致
す
る
。
巻
一
と

巻
四
の
翻
経
が
同
じ
日
に
終
了
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

佐
伯
校
訂
本
に
よ
る
と
、
巻
四
の
翻
経
の
終
了
は
顕
慶
四
年
十
一
月
十
八
日
と
す
る
か

ら
、
月
日
の
違
い
は
、
ど
ち
ら
か
に
誤
り
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
翻
訳
が
終
了
し
た
と

は
い
う
も
の
の
、
実
際
に
は
終
了
と
い
う
言
葉
の
内
容
に
相
違
が
あ
る
の
か
の
い
ず
れ

か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
考
え
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
経
典
の
翻
訳
の
過
程
を
具
体
的

に
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
改
め
て
後
に
取
り
上
げ
た
い
。

同
じ
こ
と
が
石
山
寺
本
と
佐
伯
校
訂
本
と
の
関
係
で
も
見
ら
れ
る
。
石
山
寺
本
に
よ

る
と
、
顕
慶
四
年
十
二
月
二
日
ま
で
に
す
べ
て
の
翻
訳
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

が
、
佐
伯
校
訂
本
に
よ
る
と
、
翻
経
の
終
了
は
そ
の
年
の
暮
れ
、
十
二
月
三
十
日
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
日
付
の
相
違
に
つ
い
て
、
佐
伯
校
訂
本
は
第
六
巻
の
奥
書
の
頭
書
に
、

石
山
寺
本
の
第
二
、
第
三
、
第
四
、
第
五
、
第
七
、
第
八
、
第
九
、
第
十
の
各
巻
の
奥

に
「
顕
慶
四
年
十
二
月
二
日
云
々
」
と
あ
り
、
そ
の
年
月
日
は
、
実
は
第
六
巻
の
訳
日

に
当
た
る
か
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
石
山
寺
本

の
巻
七
以
下
の
経
巻
に
巻
六
の
訳
日
を
記
し
て
い
る
理
由
の
説
明
が
付
か
な
い
が
、
こ

れ
も
ま
た
聖
語
蔵
本
と
同
じ
く
、
あ
る
段
階
で
の
終
了
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
四
）

（１６３）



な
お
佐
伯
校
訂
本
に
よ
る
と
、
第
十
巻
の
完
成
年
月
日
が
顕
慶
四
年
十
二
月
三
十
日

で
、『
開
元
釈
教
録
』
に
よ
る
と
、
そ
の
翌
日
か
ら
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
六
百
巻
の

翻
経
が
開
始
さ
れ
て
い
る
か
ら
、『
成
唯
識
論
』
の
訳
経
は
顕
慶
四
年
十
二
月
三
十
日
に

す
べ
て
が
完
了
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

『
開
元
釈
教
録
』
に
よ
る
と
、
顕
慶
四
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
九
月
十
四
日
に
か
け

て
『
阿
毘
達
磨
法
蘊
足
論
』
十
二
巻
の
翻
経
が
行
わ
れ
、
引
き
続
い
て
『
成
唯
識
論
』

の
翻
経
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
厳
密
に
は
『
成
唯
識
論
』
の
翻
経
開
始
日
は
確
認
で
き

な
い
が
、『
開
元
釈
教
録
』
に
よ
る
と
、
顕
慶
四
年
閏
十
月
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
月
の
初

め
に
は
翻
経
作
業
が
開
始
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
顕
慶
四
年
閏
十
月
は
じ
め
に
開
始
さ
れ
た
翻
経
は
、

そ
の
月
の
二
十
七
日
に
巻
四
ま
で
を
終
え
、
同
年
十
二
月
二
日
に
巻
十
ま
で
の
翻
経
が

終
了
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
経
典
と
し
て
完
成
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
調
整

の
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
翻
訳
が
完
全
で
あ
る
か
、
文
字
に
誤
り
は
な
い
か
、
字
配

り
は
キ
チ
ン
と
な
っ
て
い
る
か
な
ど
の
最
終
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
、
清
書
さ
れ
、
よ

う
や
く
経
巻
と
し
て
完
成
す
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
石
山
寺
本
に
み
え
る
『
成
唯
識

論
』
の
終
了
時
期
を
十
二
月
二
日
と
す
る
の
に
対
し
、
佐
伯
校
訂
本
が
十
二
月
三
十
日

と
す
る
の
は
、
訳
経
作
業
の
段
階
の
違
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

前
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
玄
奘
三
蔵
の
訳
経
組
織
は
、
証
義
、
筆
受
、
正
字
（
字

学
）、
証
文
（
綴
文
）、
証
梵
語
梵
文
（
証
梵
文
、
証
梵
語
）
な
ど
の
任
務
を
帯
び
た
人

た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
て
い
る
。
ま
ず
証
義
は
、
翻
訳
に
当
た
っ
て
適

切
な
言
葉
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
。
筆
受
は
そ
の
翻
訳
さ
れ
た
言
葉
を
記
録
す

る
。
正
字
は
漢
字
が
的
確
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
証
文
（
綴
文
）
は
訳
文
に
統
一
性

を
与
え
、
格
調
高
い
文
章
に
調
え
る
。
証
梵
語
梵
文
（
証
梵
文
、
証
梵
語
）
は
梵
語
が

正
し
く
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
役
割
の
人
が

完
全
な
分
業
体
制
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
何
役
も
こ
な
し
て
い
る
よ
う
で
、
慈
恩
大

師
で
あ
る
窺
基
が
筆
受
の
役
を
務
め
、
し
か
も
玄
奘
三
蔵
の
指
揮
に
従
っ
て
ひ
と
り
で

翻
経
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
、
一
巻
の
経
典
を
翻
訳
す
る
の
に
、
ほ
ぼ
七

日
前
後
の
日
数
を
必
要
と
し
て
い
た
と
い（
８
）
う
。
し
か
し
そ
れ
は
複
数
の
協
力
者
を
得
て

行
わ
れ
た
時
の
も
の
で
、
筆
受
一
人
に
よ
る
場
合
に
は
、
翻
訳
そ
の
も
の
は
七
日
近
く

の
日
数
で
一
応
完
成
し
た
と
し
て
も
、
文
章
を
整
え
、
誤
字
・
脱
字
が
な
い
か
ど
う
か

な
ど
の
確
認
に
は
さ
ら
に
多
く
の
日
数
を
必
要
と
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
こ

と
を
念
頭
に
し
て
、
あ
ら
た
め
て
石
山
寺
本
に
記
す
翻
経
の
完
成
年
次
と
、
佐
伯
校
訂

本
に
よ
る
本
経
の
各
巻
の
完
成
段
階
を
調
査
す
る
と
、
石
山
寺
本
に
い
う
「
顕
慶
四
年

十
二
月
二
日
」
は
、
三
蔵
法
師
に
よ
る
翻
経
の
全
体
の
翻
経
が
終
了
し
た
時
期
を
示
し

て
い
る
が
、
そ
れ
で
経
巻
が
最
終
的
に
完
成
し
た
の
で
は
な
く
、
経
巻
全
体
の
点
検
整

備
、
つ
ま
り
誤
字
・
脱
字
、
あ
る
い
は
一
行
の
字
数
な
ど
の
調
整
を
行
い
、
清
書
し
て

事
実
上
の
完
了
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

佐
伯
校
訂
本
に
、
第
十
巻
の
完
了
日
時
を
「
顕
慶
四
年
十
二
月
三
十
日
」
と
し
て
い

る
の
は
、
最
終
的
な
調
整
、
つ
ま
り
清
書
の
終
了
し
た
時
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
翌
日

の
顕
慶
五
年
正
月
一
日
か
ら
、『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
六
百
巻
の
翻
経
に
着
手
し
て
い

る
。以

上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
石
山
寺
本
に
い
う
「
顕
慶
四
年
十
二
月
二
日
」
は
、
三

蔵
法
師
に
よ
る
翻
経
の
全
体
が
取
り
あ
え
ず
終
了
し
た
日
付
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
佐
伯

（
五
）

（１６２）



校
訂
本
で
は
、
そ
の
日
に
、
第
六
巻
が
完
了
し
た
と
記
し
て
い
る
。
恐
ら
く
そ
の
日
は
、

先
に
取
り
あ
え
ず
翻
訳
が
終
了
し
て
い
た
巻
六
に
つ
い
て
誤
字
・
脱
字
あ
る
い
は
字
配

り
な
ど
の
調
整
が
な
さ
れ
、
そ
し
て
清
書
が
最
終
的
に
完
了
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
巻
四
の
巻
末
紙
背
に
見
え
る

「
顕
慶
四
年
潤
十
月
廿
七
日
」
は
、
こ
の
日
に
取
り
あ
え
ず
巻
四
の
翻
訳
が
終
了
し
た

が
、
ま
だ
調
整
が
完
了
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
佐
伯
校
訂
本
に
よ
る
と
、『
成

唯
識
論
』
巻
四
は
「
顕
慶
四
年
十
一
月
十
八
日
」
に
完
了
し
た
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ

の
日
に
巻
四
の
調
整
、
清
書
が
最
終
的
に
完
了
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
の
用
字
に
つ
い
て

『
成
唯
識
論
』
の
翻
経
の
過
程
を
検
討
す
る
前
に
、
聖
語
蔵
本
と
石
山
寺
本
お
よ
び

佐
伯
校
訂
本
の
用
字
法
を
見
て
お
き
た
い
。
ま
ず
石
山
寺
本
は
奈
良
時
代
に
書
写
さ
れ

た
も
の
で
、
古
く
か
つ
由
緒
正
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
佐
伯
校
訂
本
は
諸
本
を

も
と
に
校
訂
し
た
も
の
で
、
聖
語
蔵
本
を
は
じ
め
、
石
山
寺
本
、
そ
の
他
、
写
本
、
版

本
あ
わ
せ
て
十
本
ば
か
り
を
基
に
校
合
し
て
い
る
。
現
段
階
で
は
も
っ
と
も
信
頼
で
き

る
校
訂
本
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
聖
語
蔵
本
の
用
字
法
は
石
山
寺
本
と
佐
伯
校
訂

本
の
用
字
法
を
参
考
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

前
記
の
よ
う
に
、
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
が
慈
恩
大
師
の
書
と
す
る
新
説
に
対
し
、

新
聞
紙
上
で
、
そ
の
用
字
法
か
ら
い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
指
摘
さ
れ
た（
９
）
が
、
十
分
な
議

論
が
行
わ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
巻
四
の
用
字
法

に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

（
１
）
異
体
字
に
つ
い
て

正
倉
院
展
が
開
催
さ
れ
る
と
、
正
倉
院
展
の
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
（
本
文

十
四
頁
に
掲
出
）
に
基
づ
き
、
た
と
え
ば
、
文
末
か
ら
十
九
行
前
（
聖
語
蔵
本
『
成
唯

識
論
』
に
よ
る
と
、
１６
紙
１７
行
目
）
に
は
「
方
起
貪
等
諸
々
煩
悩
故
」
と
な
る
と
こ
ろ

が
「
方
起
貪
等
諸
々
煩
惚
故
」
に
な
っ
て
い
る
と
か
、
ま
た
目
録
の
写
真
に
は
な
い
が
、

展
示
会
場
で
の
観
察
か
ら
、
最
後
の
行
か
ら
二
十
四
行
前
（
１６
紙
１３
行
目
）
に
「
邪
欲
」

と
人
間
の
よ
く
な
い
心
の
働
き
を
述
べ
た
く
だ
り
が
「
耶
欲
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

で
は
経
典
と
し
て
意
味
を
為
さ
な
い
な
ど
と
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
文
字
の

誤
り
か
ら
、
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
を
慈
恩
大
師
の
書
と
す
る
新
説
は
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
も
の
で
あ（
１０
）

る
。

し
か
し
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
惚
」
や
「
耶
」
な
ど
は
文
字
の
誤
り
で
は

な
く
、「
悩
」「
邪
」
の
異
体
字
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
こ
れ
ら
の
例
を
含
め
、
聖
語
蔵
本
お

よ
び
石
山
寺
本
に
見
え
る
異
体
字
、
ま
た
は
通
用
文
字
を
第
１
表
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

マ
ス
コ
ミ
で
誤
字
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
煩
惚
」
は
、
聖
語
蔵
本
４
紙
２３
行
目

の
「
煩
惚
」
を
は
じ
め
、
第
１
表
に
は
省
略
し
た
が
、
４
紙
２４
行
目
に
二
ヶ
所
、
２６
行

に
も
一
ヶ
所
「
煩
惚
」
と
あ
る
。
右
に
該
当
す
る
箇
所
を
石
山
寺
本
に
つ
い
て
み
て
も

同
じ
く
「
煩
惚
」
と
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
を
佐
伯
本

に
つ
い
て
み
る
と
「
煩
悩
」
と
あ
る
。
ま
た
聖
語
蔵
本
の
１５
紙
３
行
、
４
行
、
５
行
目

な
ど
に
は
「
煩
悩
」
と
あ
り
、
佐
伯
校
訂
本
も
当
該
箇
所
で
は
「
煩
悩
」
と
記
し
て
い

る
。
し
か
し
石
山
寺
本
に
は
「
煩
惚
」
と
あ
る
か
ら
、「
煩
惚
」
で
も
「
煩
悩
」
で
も
よ

い
。
わ
ざ
わ
ざ
『
類
聚
名
義
抄
』
な
ど
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
手
許
の
異
体
字
関
係
の

辞
典
な
ど
で
は
「
惚
」
は
「
悩
」
の
異
体
字
と
し
て
い
る
。

（
六
）

（１６１）



ま
た
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
聖
語
蔵
本
１６
紙
１３
行
目
の
「
耶
欲
」
と
あ
る
箇

所
は
石
山
寺
本
も
同
じ
く
「
耶
欲
」
と
あ
る
。
も
っ
と
も
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
耶
欲
」

が
正
し
い
の
で
は
な
く
、
佐
伯
校
訂
本
に
は
正
し
く
「
邪
欲
」
と
記
し
て
い
る
。
聖
語

蔵
本
で
も
、
そ
の
二
行
後
の
１５
行
目
や
２０
行
目
（
十
四
頁
下
段
の
写
真
）
に
は
「
邪
欲
」

と
正
し
く
記
し
て
い
る
。

一
方
で
、
お
な
じ
「
耶
」
に
つ
い
て
、
聖
語
蔵
本
９
紙
３５
行
や
３６
行
目
に
見
え
る
「
阿

頼
邪
」
は
「
阿
頼
耶
」
の
意
味
で
使
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
「
邪
」
と
「
耶
」
が
通
じ

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
「
惚
」
や
「
耶
」「
邪
」
は
「
悩
」
や
「
邪
」「
耶
」
の
異
体
字
で
、
書
体
の

違
い
で
あ
る
か
ら
、
異
体
字
を
用
い
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
誤
り
と
は
い
え

な
い
。

こ
の
ほ
か
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、「
１
紙
１１
行
目
の
�
勝
は
偏
勝
の
誤
り
」
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
有
賀
要
延
編
『
難
字
・
異
体
字
典
』（
国
書
刊
行
会
）
に
よ
る
と
、
�
は

偏
の
異
体
字
と
し
、
実
際
に
中
国
の
金
石
文
に
そ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
�
も
偏
の
異
体
字
で
、
誤
り
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

異
体
字
の
使
用
に
は
、
同
じ
文
字
を
重
ね
る
の
を
避
け
る
意
味
合
い
も
あ
る
。
た
と

え
ば
聖
語
蔵
本
の
５
紙
２
行
目
の
「
�
」
と
同
じ
行
お
よ
び
そ
の
前
行
や
二
行
後
の
行

に
は
「
因
」
と
記
し
て
い
る
。

異
体
字
は
聖
語
蔵
本
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
石
山
寺
本
に
も
見
る
こ
と
が
出

来
る
し
、
こ
こ
で
は
一
々
例
示
す
る
の
は
避
け
る
が
、
奈
良
時
代
の
経
巻
に
異
体
字
を

使
っ
て
い
る
例
は
多
く
、
し
た
が
っ
て
異
体
字
を
使
っ
て
い
る
の
は
、
文
字
を
知
ら
な

い
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
文
字
に
通
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
誤
字
に
つ
い
て

聖
語
蔵
本
の
中
に
は
、
明
ら
か
に
誤
字
と
判
断
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
数
の
多

さ
か
ら
、
い
わ
れ
る
よ
う
に
写
経
者
の
教
養
の
程
度
が
疑
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

も
っ
と
も
中
に
は
、
誤
字
な
の
か
異
体
字
な
の
か
、
点
画
の
一
部
が
脱
落
し
て
い
る
が

許
容
の
範
囲
内
か
ど
う
か
の
判
断
の
難
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
現
在
、

も
っ
と
も
信
頼
の
置
け
る
佐
伯
校
訂
本
を
参
照
し
つ
つ
、
聖
語
蔵
本
の
文
字
の
可
否
を

検
討
す
る
と
、
実
に
多
く
の
誤
字
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
少
し
煩
雑
に
な
る
が
、

誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
を
第
２
表
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
な
お
石
山
寺
本
と
の
比
較
も
行

っ
た
が
、
同
本
に
触
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
佐
伯
校
訂
本
と
石
山
寺
本
が
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

第
２
表
に
挙
げ
た
の
は
誤
字
の
初
見
の
み
で
あ
る
。
そ
の
後
も
文
字
で
誤
っ
て
い
る

も
の
が
少
な
く
な
い
が
、
一
々
取
り
上
げ
る
の
は
煩
わ
し
く
省
略
し
た
。
し
た
が
っ
て

こ
こ
で
は
二
十
五
箇
所
ば
か
り
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
さ
ら
に
多
く
の

誤
り
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
点
に
留
意
す
る
と
、
聖
語
蔵
本
『
成

唯
識
論
』
巻
四
を
仏
教
に
造
詣
の
深
い
慈
恩
大
師
が
書
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。

（
３
）
脱
字
に
つ
い
て

脱
字
も
少
な
か
ら
ず
見
え
る
。
第
３
表
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
今
こ
こ
で
脱
字
と
言

う
の
は
、
聖
語
蔵
本
を
書
写
す
る
途
中
で
、
恐
ら
く
脱
落
に
気
付
き
、
字
間
に
付
け
加

え
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
脱
字
に
気
付
い
て
文
字
を
補
っ
て
い
る

行
を
み
る
と
、
殆
ど
が
十
六
字
詰
め
で
、
脱
字
を
加
え
る
と
一
行
十
七
字
と
な
る
か
ら

（
七
）

（１６０）



で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
平
成
十
三
年
度
『
正
倉
院
展
』
目
録
の
「
宝

物
寸
描
」（
前
出
）
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
通
り
で
あ
る
。

当
時
の
経
巻
は
一
行
十
七
字
詰
を
原
則
と
し
て
い
る
か
ら
、
一
文
字
の
脱
落
に
気
付

く
と
、
脱
落
し
た
文
字
を
字
間
に
傍
書
し
、
十
七
字
詰
に
な
る
よ
う
に
調
整
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
石
山
寺
本
は
見
事
に
十
七
字
詰
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
聖
語
蔵
本
に
は
一
字
だ
け
で
は
な
く
、
一
行
分
、
ま
る
ま
る
脱
落
し
て
い
た
例

も
あ
る
。
１２
紙
１２
行
目
と
１３
行
目
の
行
間
に
丁
度
一
行
分
、
す
な
わ
ち
十
七
字
分
が
細

か
く
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
、
恐
ら
く
書
写
の
直
後
に
気
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
誤
入
に
つ
い
て

一
行
十
七
字
で
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
一
行
十
七
字
詰
で
書
か
れ
て

い
る
聖
語
蔵
本
で
あ
っ
て
も
、
石
山
寺
本
と
比
較
す
る
と
、
第
４
表
の
よ
う
に
文
字
の

誤
入
が
あ
る
。

た
と
え
ば
聖
語
蔵
本
の
３
紙
３６
行
目
は
十
七
字
詰
で
問
題
が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

誤
っ
て
本
来
な
い
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
来
な
い
文
字
と
は
、
聖
語

蔵
本
の
「
三
和
合
有
力
」
と
あ
る
箇
所
が
石
山
寺
本
の
当
該
箇
所
で
は
「
三
和
有
力
」

と
あ
っ
て
、
和
と
力
の
間
に
「
合
」
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
聖
語
蔵
本
は
誤
っ
て

「
合
」
の
字
を
書
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）
行
と
字
数
の
調
整
に
つ
い
て

脱
字
に
気
づ
き
一
行
の
字
数
を
十
六
字
と
し
、
脱
字
の
位
置
の
傍
ら
に
文
字
を
補
っ

て
い
る
例
も
あ
る
が
、
脱
字
が
な
い
の
に
十
六
字
詰
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
若
干
見
ら

れ
る
（
第
５
表
参
照
）。
と
こ
ろ
が
石
山
寺
本
を
見
る
と
、
当
該
箇
所
は
十
七
字
詰
め
で

特
に
問
題
は
な
い
。
そ
こ
で
改
め
て
聖
語
蔵
本
の
当
該
箇
所
の
前
後
を
調
査
す
る
と
、

十
八
字
詰
に
な
っ
て
い
る
例
が
あ
り
、
聖
語
蔵
本
は
二
行
に
わ
た
っ
て
字
数
の
調
整
を

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

脱
字
と
い
う
訳
で
は
あ
る
ま
い
が
、
一
行
十
七
字
で
は
な
く
、
一
行
の
字
数
が
十
二

字
と
か
、
十
五
字
し
か
な
い
例
も
あ
る
。
第
６
表
に
掲
げ
て
お
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な

も
の
の
中
に
は
、
１２
紙
５
行
目
お
よ
び
１３
紙
４
行
目
の
よ
う
に
、
経
典
の
内
容
に
基
づ

く
段
落
の
た
め
に
改
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
例
も
あ
る
が
、
複
数
の
文
字
を
誤
っ
て
記

し
た
た
め
に
行
の
調
整
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
と
え
ば
１１
紙
２１
行
目
と
２２
行

目
に
つ
い
て
は
、
段
落
に
よ
る
改
行
で
は
な
く
、
そ
の
前
行
に
当
た
る
１１
紙
２０
行
目
の

「
作
等
無
間
縁
是
故
八
識
」
が
重
複
し
て
誤
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
。
そ
こ
で

聖
語
蔵
本
の
書
写
者
は
そ
の
九
字
の
誤
記
に
気
付
き
、
つ
ぎ
の
二
行
で
調
整
し
よ
う
と

し
て
少
し
ず
つ
改
行
の
処
置
を
執
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
２３
行
目
か
ら
は
十
七
字
詰
め
に

な
っ
て
い
る
。

（
６
）
そ
の
他

こ
の
ほ
か
十
八
字
詰
め
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
第
７
表
を
見
る
と
、
行
末

に
な
る
と
、
文
字
が
小
さ
く
な
り
、
二
字
の
と
こ
ろ
に
三
字
を
、
あ
る
い
は
三
字
の
と

こ
ろ
に
当
初
予
定
の
字
数
に
も
う
一
字
分
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
小
さ
く
文

字
を
補
っ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
一
行
十
七
文
字
で
書
写
し
て
い
る
途
次
に
一
字
分
を

さ
ら
に
加
え
な
い
と
い
け
な
い
の
に
気
付
き
、
二
〜
三
字
分
に
三
〜
四
字
を
記
し
た
た

め
の
処
置
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
１０
紙
３２
行
目
お
よ
び
１１
紙
３
行
目
は
十
八
字
詰
め

（
八
）

（１５９）



に
な
っ
て
い
る
。
聖
語
蔵
本
の
も
と
に
な
っ
た
も
の
に
は
十
七
字
詰
め
で
あ
っ
た
の
に

（
石
山
寺
本
の
当
該
箇
所
は
十
七
字
詰
）、
間
違
っ
て
一
字
分
書
き
加
え
、
聖
語
蔵
本
は

間
違
っ
た
ま
ま
十
八
字
詰
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
か
ら
（
６
）
ま
で
の
文
字
等
の
誤
り
を
み
て
い
る
と
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
一
般
の
写
経
生
で
も
間
違
う
は
ず
の
な
い
も
の
を
間
違
っ
て
お
り
、
唯
識
論
を
学

ぶ
学
僧
が
書
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』

巻
四
に
つ
い
て
は
、
慈
恩
大
師
の
筆
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
巻
四
は
確
か
に
慈
恩
大
師
の
筆
と
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、
同
巻
は
玄
奘
三
蔵
の
翻
経
に
な
る
『
成
唯
識
論
』
の
成
立
過
程
を
示
唆
す
る
貴

重
な
経
巻
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ぎ
に
そ
の
点
を
整
理
し
、
む
す
び
に
か
え
た
い

と
思
う
。四

、
む
す
び
に
か
え
て
―
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
の
成
立
過
程
―

聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
が
中
国
・
唐
で
書
写
さ
れ
、
道
照
が
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
が
、
書
写
し
た
の
は
慈
恩
大
師
で
は
な
か
っ
た
。
で
は
誰
が
そ
れ
を
写
し

た
の
か
。
今
と
な
っ
て
は
確
認
す
る
手
だ
て
は
な
い
。『
成
唯
識
論
』
が
顕
慶
四
年
十
二

月
三
十
日
に
完
了
し
た
と
き
、
大
雁
塔
と
呼
ば
れ
る
大
慈
恩
寺
の
十
三
重
塔
に
納
め
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
時
、
塔
に
納
め
ら
れ
た
の
は
慈
恩
大
師
が
清
書
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
納
め
ら
れ
た
経
巻
が
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
分

か
ら
な
い
が
、
大
雁
塔
に
納
め
ら
れ
る
ま
で
の
翻
経
の
過
程
も
単
純
で
は
な
か
っ
た
。

三
蔵
法
師
の
も
と
で
翻
経
に
従
事
し
た
の
は
い
わ
れ
る
よ
う
に
慈
恩
大
師
で
あ
る
が
、

如
何
に
優
秀
な
大
師
で
あ
っ
て
も
、
玄
奘
法
師
の
翻
訳
を
そ
の
ま
ま
文
章
化
し
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。『
成
唯
識
論
』
以
外
の
経
巻
の
場
合
、
筆
受
の
役
の
外
に
、
証
義
、
正

字
、
証
文
、
証
梵
語
梵
文
な
ど
の
諸
役
の
も
の
が
い
て
、
経
論
の
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
如
何
に
勝
れ
た
僧
侶
で
あ
っ
て
も
、
部
分
的
に
は
分
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
優
秀
な
僧
侶
が
一
人
で
翻
経
に
関
わ
っ
た

と
す
る
と
、
お
そ
ら
く
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
段
落
ご
と
か
、
文
節
ご
と
か
は
不
明
と
し

て
も
、
翻
訳
文
に
つ
い
て
い
く
つ
も
の
メ
モ
が
作
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
順
次
整
理
し
て
い

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
い
ま
具
体
的
に
は
メ
モ
は
残
っ
て
い
な
い
か
ら
推
論
に
過

ぎ
る
と
の
お
叱
り
を
受
け
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
翻
訳
し
た
言
葉
が
経
論
と
し
て
適
切

か
ど
う
か
の
検
討
が
な
さ
れ
、
訳
文
に
格
調
を
与
え
、
全
体
的
に
統
一
性
を
持
た
せ
る

た
め
の
作
業
が
段
階
を
追
っ
て
進
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
こ
で
は
ま

だ
経
典
と
し
て
の
内
容
や
文
章
の
整
備
は
行
わ
れ
る
が
、
ま
だ
体
裁
は
整
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
内
容
が
確
定
す
る
と
、
当
時
、
経
典
は
一
行
十
七
字

が
原
則
で
あ
っ
た
か
ら
、
経
典
と
し
て
の
体
裁
が
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
３
表
に
よ
る
と
、
文
字
の
脱
落
が
あ
る
こ
と
か
ら
十
六
字
詰
め
と
し
、
行
末
の
一

字
分
を
空
白
と
す
る
一
方
、
文
字
が
脱
落
し
た
箇
所
に
脱
落
し
た
文
字
を
小
さ
く
傍
書

す
る
。
傍
書
の
小
字
を
加
え
る
と
十
七
字
詰
め
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
第
５
表
に
よ
る
と
、
１
紙
１３
行
目
を
十
六
字
と
し
た
た
め
、
１４
行
目
を
十
八
字

詰
と
し
、
前
行
の
不
足
を
次
行
で
調
整
し
て
い
る
な
ど
の
処
置
を
加
え
て
い
る
。

あ
る
い
は
第
６
表
に
よ
る
と
、
１１
紙
２１
・
２２
行
目
は
そ
れ
ぞ
れ
六
字
と
二
字
分
の
空

白
が
あ
っ
て
、
一
見
す
る
と
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
な
印
象
を
与
え
る
が
、
実
は
そ
の
前
行
に

あ
た
る
２０
〜
２１
行
に
か
け
て
九
字
分
の
重
複
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
九
字

（
九
）

（１５８）



分
を
削
除
す
る
と
、
２０
〜
２２
行
の
３
行
に
併
せ
て
３４
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
経
典
の
基
準
に
当
て
は
め
る
と
、
一
行
十
七
字
詰
め
と
な
る
か
ら
、
一
行
分
減
少

す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
整
理
し
て
く
る
と
、
も
と
も
と
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
の
基
に
な

っ
た
原
稿
本
は
十
分
に
発
酵
し
き
れ
て
い
な
い
未
完
成
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

全
く
の
断
簡
か
ら
な
る
メ
モ
的
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
は
整
っ
た
形
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
も
の
を
さ
ら
に
一
行
十
七
文
字
に
整
え
る
の
は
、
必

ず
し
も
仏
教
に
精
通
し
て
い
な
く
て
も
、
そ
こ
そ
こ
文
字
を
書
き
慣
れ
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
務
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
玄
奘
三
蔵
に
よ
る
翻
経
が

筆
受
の
慈
恩
大
師
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ
る
が
、
直
ち
に
当
時
の
経
典
の
形
で
あ
る

一
行
十
七
文
字
に
整
え
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
慈
恩
大
師
以
外
の
人
物
に

よ
っ
て
経
典
と
し
て
の
体
裁
に
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
同
人

は
必
ず
し
も
仏
教
に
精
通
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
元
の
原
稿
に
あ
っ
た
文
字
を
正
確

に
書
写
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
か
な
り
の
誤
字
を
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
石
山
寺
本
と
の
対
校
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
よ
う
に
聖
語
蔵
本
の
誤
字
・

脱
字
、
あ
る
い
は
改
行
の
位
置
の
問
題
な
ど
は
石
山
寺
本
で
は
ほ
と
ん
ど
解
決
し
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
が
清
書
さ
れ
、
そ
の
全
て
が
完
成
し
た
の
が
顕
慶
四
年
十
二
月

三
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
に
し
て
完
成
し
た
も
の
が
後
に
大
雁
塔
に
納
め
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
成
唯
識
論
が
完
成
し
て
息
つ
く
暇
も
な
く
玄
奘
三
蔵
は
、
翌
日
か

ら
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
六
百
巻
の
翻
経
に
着
手
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
聖
語
蔵
本
は
清
書
本
で
は
な
く
、
文
字
通
り
未
完
成
本

で
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
検
討
が
加
え
ら
れ
て
完
成
品
に
仕
上
げ
て
い

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ

た
翻
経
の
手
順
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
本
経
巻
は
た
だ
巻
四
し
か
伝
わ
っ
て
い

な
い
が
、
大
変
に
貴
重
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

注（
１
）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
に
よ
る
。

（
２
）
玄
奘
三
蔵
に
よ
る
仏
典
の
翻
経
に
つ
い
て
は
、「
聖
語
蔵
経
巻
と
玄
奘
三
蔵
」（
『
正
倉

院
紀
要
』
二
三
号
）
に
、「
玄
奘
三
蔵
の
翻
経
一
覧
」
を
作
成
し
掲
げ
て
お
い
た
。

（
３
）
正
倉
院
展
の
開
催
に
先
立
っ
て
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
『
朝
日
新
聞
』
の

平
成
十
三
年
十
月
十
日
朝
刊
に
よ
る
と
、『
慈
恩
大
師
正
倉
院
に
「
直
筆
」』
と
の
見
出

し
で
、
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
は
慈
恩
大
師
の
真
筆
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の

新
説
は
、
そ
の
後
、
講
演
会
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
た
が
、
平
成
十
三
年
度
の
『
正
倉
院

展
』
目
録
お
よ
び
巻
末
に
新
設
さ
れ
た
「
宝
物
寸
描
」
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
（
西
山
厚
「『
成
唯
識
論
』
の
遙
か
な
旅
」）。

（
４
）『
産
経
新
聞
』
平
成
十
三
年
十
一
月
十
日
朝
刊
に
よ
る
と
「
慈
恩
大
師
直
筆
に
疑
問
」

と
の
大
見
出
し
で
、
さ
ら
に
「
研
究
者
指
摘
」「
数
カ
所
に
誤
字
脱
字
」
と
小
見
出
し
を

付
し
て
、「
仏
教
に
精
通
す
る
慈
恩
大
師
に
は
、
あ
り
え
な
い
ミ
ス
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

慈
恩
大
師
説
を
唱
え
た
西
山
氏
と
同
じ
奈
良
国
立
博
物
館
の
松
浦
正
昭
氏
も
慈
恩
大
師

説
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
同
紙
は
同
年
十
二
月
十
四
日
に
も
、
慈
恩
大
師
直
筆

問
題
と
し
て
、「
新
た
に
実
在
し
な
い
字
も
判
明
」
と
し
、
異
体
字
と
さ
れ
る
文
字
に
つ

い
て
も
疑
問
符
を
付
さ
れ
た
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

実
は
私
自
身
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
が
、
そ
の
際
、
問
題
の
経
典
は
慈
恩
大
師
の

直
筆
で
は
な
く
、
草
稿
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
述
べ
て
お
い
た
。

（
一
〇
）

（１５７）



（
５
）
株
式
会
社
丸
善
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
石
山
寺
所
蔵
『
成
唯
識
論
』
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
石
山
寺
当
局
の
ご
好
意
を
忝

な
く
し
、
ま
た
独
立
行
政
法
人
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
綾
村
宏
氏
に
ご
配
慮
戴
い
た
。

（
７
）
佐
伯
定
胤
校
訂
『
新
導
成
唯
識
論
』
に
つ
い
て
は
、
興
福
寺
多
川
俊
英
貫
首
の
ご
教

示
に
よ
る
。

な
お
今
回
参
照
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
六
年
七
月
に
大
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
よ
り
復

刻
さ
れ
た
も
の
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
８
）
玄
奘
三
蔵
の
経
典
の
翻
経
に
要
す
る
日
数
は
経
典
の
種
類
や
分
量
に
よ
っ
て
一
定
し

な
い
。『
成
唯
識
論
』
が
平
均
的
な
分
量
な
の
か
、
ど
の
程
度
の
難
易
度
の
経
典
か
比
較

出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
一
巻
の
翻
経
に
要
す
る
日
数
は
、
七
日
か
ら
十
日
ぐ
ら

い
を
考
え
る
と
良
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
９
）
註
（
４
）『
産
経
新
聞
』
平
成
十
三
年
十
一
月
十
日
朝
刊
参
照
。

（
１０
）
註
（
４
）『
産
経
新
聞
』
平
成
十
三
年
十
二
月
十
四
日
朝
刊
参
照
。

（
宝
物
調
査
員
・
元

正
倉
院
事
務
所
長
）

（
一
一
）

（１５６）



１３紙１０行目 「非我法妄許為我」は「非我法妄計為我」の誤り。

１５行目 「生死淪廻」は「生死輪廻」の誤り。

１４紙３行目 「疑无客起」は「疑無容起」の誤り。

７行目 「此文義无亦返」は「此文義無乖返」の誤り。

第３表 脱字一覧

３紙１６行目 「何可説滅心」に「彼」が脱落、「説」と「滅」の間に補う。

７紙２７行目 「能薫與逓」に「種」が脱落、「與」と「逓」の間に補う。

８紙２３行目 「所変似眼等」とあるが、石山寺本、佐伯校訂本には「眼」と「等」の間に「根」

がある。

１０紙２行目 「无定不転論説」に「故」が脱落、「転」と「論」の間に補う。

８行目 「相応之若作是説」に「心」が脱落、「之」と「若」の間に補う。

２３行目 「眼意二識倶続」に「相」が脱落、「倶」と「続」の間に補う。

１４紙１４行目 「无所希故」に「望」が脱落、「希」と「故」の間に補う。

１６紙４行目 「於境起散故」に「乱」が脱落、「散」と「故」の間に補う。

２２行目 「煩悩加別五」に「境」が脱落、「別」と「五」の間に補う。

第４表 誤入の例

３紙３６行目 「三和合有力」とあるが、石山寺本、佐伯校訂本には「合」なし。

１０紙３２行目 「心眼睡眠」とあるが、「心睡眠」の誤り。

１１紙３行目 「既爾時必」は「既爾必」の誤り。

第５表 行と字数の調整（１）

１紙１３行目は１６字、１４行目は１８字。

７紙２６行目は１８字、２７行目は１６字、但し２７行目には字間に１字補う。

１４紙１４行目は１６字、１５行目は１８字、但し１４行目には字間に１字補う。

第６表 行と字数の調整（２）

１１紙２１行目 １１字詰で改行、石山寺本、佐伯校訂本は改行なし。

２２行目 １５字詰で改行、石山寺本、佐伯校訂本は改行なし。

１２紙５行目 １１字詰で改行、石山寺本、佐伯校訂本も改行。

１３紙４行目 １２字詰で改行、石山寺本は改行なし、佐伯校訂本は改行。

１２紙１２・１３行目の行間に１行分１７字を細字で補う。石山寺本、佐伯校訂本は本文中に正しく記載。

第７表 その他の例

１紙４行目 「於変壊時」を三字分に詰めて書く。行末の「時」は小字。

２紙３０行目 「情摂故由」を三字分に詰めて書く。行末の「由」は小字。

８紙１８行目 「処処皆」を二文字分に詰めて書く。行末の「皆」は小字。

１０紙３２行目 「心眼睡眠」とあるが、石山寺本に「眼」はなく１７字である。

１１紙３行目 「既爾時必」とあるが、石山寺本に「時」はなく１７字である。

（
一
二
）

（１５５）



聖語蔵本『成唯識論』巻四の用字法

第１表 異体字一覧

２紙４行目 「�為食」は「互為食」の異体字、石山寺本は「互為食」

１２行目 「不離濡根」は「不離�根」の異体字、石山寺本は「不離�根」

２１行目 「如寿�等」は「如寿�等」の異体字、また�は煖の異体

２７行目 「如何�生」は「如何得生」の異体字、石山寺本は「如何得生」

４紙１行目 「�患心所」は「厭患心所」の異体字、石山寺本も「�患心所」

２３行目 「三種煩惚」は「三種煩悩」の異体字、石山寺本も「三種煩惚」

５紙２行目 「若諸業果无�」は「若諸業果無因」の異体字、石山寺本は「若諸業果無因」

９紙３５行目 「阿頼邪」は「阿頼耶」の異体字、石山寺本は「阿頼耶」

１０紙８行目 「後開道」は「後開導」と通用

１４紙１行目 「脩所」は「修所」の異体字

１６紙２行目 「亡念及邪�」は「亡念及邪簡」の異体字、石山寺本は「亡念及邪簡」

３行目 「心必流湯」は「心必流蕩」と通用

１３行目 「耶欲」は「邪欲」の異体字、石山寺本は「邪欲」

第２表 誤字一覧

１紙４行目 「変懐」は「変壊」の誤り。

２紙１９行目 「説与想等」は「識與想等」の誤り。

２５行目 「還不生」は「不還生」の誤り。

３紙２２行目 「不想離」は「不相離」の誤り。

４紙３行目 「倶説」は「但説」の誤り。

６紙７行目 「卅卅」は「煩悩」の誤り。石山寺本も「煩悩」。なお５紙３行目の「卅卅」は

「涅槃」。石山寺本も「涅槃」とする。

２７行目 「倶名意」は「但名意」の誤り。

３３行目 「顕亦此識桓依彼識」は「顕示此識恒依彼識」の誤り。

３４行目 「所心」は「諸心」の誤り。

７紙１１行目 「種子自顕」は「種子自頻」の誤り、石山寺本は「種子自類」

１３行目 「来蘆」は「束蘆」の誤り。

８紙２３行目 「眼等」は「眼根等」の誤り、石山寺本も「眼根等」

９紙８行目 「能重異熟」は「能薫異熟」の誤り。

１６行目 「初薫習依」は「初薫習位」の誤り。

２５行目 「五識但有」は「五識倶有」の誤り。

３０行目 「倶取境眼了」は「倶取境明了」の誤り。

３１行目 「准説依第七者」は「唯説依第七者」の誤り。

１０紙２６行目 「勢地獄」は「熱地獄」の誤り。

１１紙３行目 「既爾時必」は「既爾必」の誤り。

４行目 「随用何説」は「随用何識」の誤り。

１５行目 「若客�作等无間縁」は「若容互作等无間縁」の誤り。

（
一
三
）

（１５４）



（
一
四
）

（
巻
末
）

１７

左
及
び
下
に
掲
出
の
写
真
は
聖
語
蔵
本
『
成
唯
識
論
』
巻
四
の

巻
首
（
第
１
紙
第
１
行
か
ら
１５
行
）
と
巻
末
（
第
１６
紙
第
１７
行
か

ら
３６
行
）
お
よ
び
巻
末
紙
背
墨
書
で
あ
る
。

２０

（
巻
首
）

２５

１５

３０

１０

３５
（
巻
末
紙
背
墨
書
）

１５

（１５３）


